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Ⅱ 検討内容 

当委員会では、事業者から提出された「大阪・夢洲地区特定複合観光施設設置運営事業環境

影響評価方法書」（以下「方法書」という。）について、専門的・技術的な立場から検討を行い、

事業者が環境影響評価を実施するにあたり、配慮すべき事項を次のとおり取りまとめた。 

 

１ 全般事項 

(1) 方法書に対する意見書について 

・ 本方法書に対して住民等から 28 通の意見書が提出されており、当委員会ではこの内容を勘

案し、審議検討を行った。 

 ・ 意見書の概要については、「Ⅲ 方法書に対して提出された意見書の概要」に示すとおりで

ある。 

 

(2) 事業計画について 

・ 本事業は未来社会の実験場という大阪・関西万博のコンセプトを継承し、ＳＤＧｓの達成

に貢献するサステナブルなＩＲをめざしていることから、事業計画の検討にあたっては、環

境影響評価技術指針に則ることはもとより、万博で実施される革新的で持続可能な取組を参

考に 2030 年のＳＤＧｓ達成にとどまらず、その先の社会を見据えた具体的な取組内容を明

らかにする必要がある。 

 

(3) 複合的な影響について 

・ 事業計画地である夢洲では、本事業の他、複数の事業が計画されていることから、これら

の事業との複合的な影響の考え方について事業者に確認したところ、次のとおり説明があっ

た。 

〔事業者提出資料 1－1〕 

 

夢洲内において実施される他事業との複合的な影響の考え方について 

 

夢洲においてスケジュールが判明している他事業の状況は下表に示すとおりです。本事業

の工事中（2023～2029年度）における主な他事業は、万博の工事・開催・撤去工事（2022年

度10月頃～2026年度末）、鉄道事業（南ルート）のインフラ部、街づくり開発（2025年度9月

頃～2027年度末）が計画されています。また、液状化対策工事、地中障害物撤去工事が計画

されています（なお、当該工事の詳細等については検討中とされています）。 

本事業の建設工事に伴う環境影響の予測については、住居等における環境影響が重なり合

うことが想定される工事関連車両の走行等に伴う大気質、騒音、振動を対象とし、現況をバ

ックグラウンドとした対象事業に伴う環境影響の予測に加え、対象事業以外の環境負荷を含

めた複合影響の予測を行います。 

具体的には、鉄道整備事業、万博事業について、大阪市都市計画都市高速鉄道北港テクノ

ポート線環境影響評価書、2025年日本国際博覧会環境影響評価準備書に示されている各事業

の工事関連車両の走行等に伴う大気質、騒音、振動の予測条件・結果を踏まえ、複合影響の

予測に用いるバックグラウンドを設定することを基本とします。 
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